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議案番号 議決結果

後
藤

　
正
樹

安
藤

　
　
学

小
関

　
篤
司

水
石

　
玲
子

水
野

　
哲
男

各
務

　
和
彦

和
田

　
悦
子

北
谷

　
峰
二

鈴
木

　
正
義

山
田
　
正
和

後
藤
　
久
男

加
藤

　
淳
一

加
藤

　
辰
亥

楓
　
　
博
元

杉
浦

　
司
美

髙
井
由
美
子

小
栗

　
恒
雄

西
尾

　
隆
久

議第32号 可決 ○ ○ × ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第33号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第34号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第35号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第36号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第37号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第38号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第39号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第40号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第41号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第42号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第43号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年６月16日に議第32号議案に先立ち、議第42号議案が可決されたことから、土岐市議会会議規則第43条の
規程により、議長が計数整理を行いました。
本会議での採決状況及び結果につきましては、下記のとおりです。 ○：賛成　×：反対

泉 こ ど も 園
●保育園と幼稚園を統合した幼保連携型
認定こども園

●開園予定：令和５年４月

●予定定員：123人

泉こども園整備事業の事業効果

●園舎新設による安全・安心な保育・教育環
境の提供

●保護者の利便性の向上
　（保護者の就労状況による転・退園が不要）

●０歳児及び５歳児の新たな受け皿の確保
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土 岐 市 議 会 だ よ り

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第32号 令和３年度土岐市一般会計補正予算（第５号） 補正額　　315,152千円

議第33号 土岐市税条例の一部を改正する条例について
地方税法等の一部改正に伴い、個人の市民税の
非課税の範囲及び寄付金税額控除の範囲の見直
し等するため、所要の改正をするもの。

議第34号 土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例につ
いて

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が
減少した被保険者等に対する国民健康保険料の
減免措置を令和３年度まで延長するもの。

議第35号 土岐市介護保険条例の一部を改正する条例について
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が
減少した第１号被保険者に対する介護保険料の
減免措置を令和３年度まで延長するもの。

議第36号 泉こども園整備事業（建築工事）の請負契約について
泉こども園整備事業（建築工事）の請負契約を、
金471,900,000円で徳倉建設株式会社　岐阜
営業所と締結しようとするもの。

議第37号 道路災害復旧工事の請負契約の変更について

道路災害復旧工事の請負金額（令和２年12月
23日議第112号議決）について、契約の金額
「157,300,000円」を「187,064,900円」に変
更しようとするもの。

議第38号 財産の取得について 化学消防ポンプ自動車を金75,460,000円で、
株式会社ウスイ消防から取得しようとするもの。

議第39号 財産の取得について 高規格救急車を金23,243,000円で、株式会社
平和サービスから取得しようとするもの。

議第40号 土地の処分について
市有地である土岐市泉町久尻字丸石1459番29
の一部外１筆を66,487,840円で、向陽信和株
式会社へ売却しようとするもの。

議第41号 市道路線の認定について 市内道路網の整備を図るため、市道の路線を認
定しようとするもの。

議第42号 令和３年度土岐市一般会計補正予算（第４号） 補正額　　  6,300千円

議第43号 令和３年度土岐市一般会計補正予算（第６号） 補正額　　 17,900千円

　　　　 第３回定例会報告　　　令和３年
第３回定例会には、予算関係３件、条例関係３件、その他の案件６件の合計12件が市長から上程されました。今定

例会に上程されました案件は、各常任委員会に付託され、６月16日、18日、21日、29日に審査し、本会議において、
原案のとおり可決しました。

泉こども園完成図
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委員会報告（文教厚生委員会）

令和３年度土岐市一般会計補正予算（第５号）　所管部分

　　　子育て世帯生活支援特別給付金給付事業について、対象者は何人か。
　　　550世帯、929人を想定している。

　　　保育園等ＩＣＴ推進事業について、園と保護者とのコミュニケーションツールを導入し、どのように活
用するのか。
　　　現在、紙媒体や電話にて相互のやり取りを行っているが、コミュニケーションツールを導入することに

より、園の負担軽減、保護者の利便性の向上を図ることができる。

　　　新型コロナワクチン接種加速化支援事業について、何回の接種を想定しているのか。
　　　土曜午後の時間外に予防接種を実施する市内20の医療機関、800回分を想定している。

　　　ときげんきプロジェクト推進事業についてポロシャツを作製しどのように普及活動を実施するのか。
　　　コロナ禍のフレイル予防の観点からＰＲポロシャツを職員、関係団体等が着用し、「ときげんき体操」

の普及に努めたい。

　　　一病院化に対する市民の不安は解消されておらず、時期尚早であるため東濃中部病院事務組合負担金を
含むこの予算に反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

　　　コロナの影響により収入が減少した被保険者等に対する減免措置の延長であるが、昨年度の実績は。
　　　110件。減免額は、約1,890万円である。

質疑

答弁

土岐市介護保険条例の一部を改正する条例について

　　　コロナの影響により収入が減少した第一号被保険者に対する減免措置の延長であるが、昨年度の実績は。
　　　85件。減免額は、約670万円である。

質疑

答弁

令和３年度土岐市一般会計補正予算（第６号）

　　　新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金について、対象世帯を何世帯と想定しているのか。
　　　70世帯を想定している。

　　　単身世帯１か月６万円の支給は妥当であるか。
　　　各種公的支援を受けた上での追加支援であり、国の定めた金額である。

質疑

答弁

質疑

答弁
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土 岐 市 議 会 だ よ り

令和３年度土岐市一般会計補正予算（第５号）　所管部分

　　　ＬＩＮＥを活用した情報発信事業について、土岐市独自のメニューとはどのようなものか。
　　　男女別、年齢層別等、市民の属性に応じ情報を発信し、特性に応じた様々なメニューを追加していきたい。

　　　リモートによる各種事業を充実するためのミーティングボード購入について、どのような機能を備え、
購入台数は何台か。
　　　ホワイトボード、プレゼンテーション、ウェブ会議の機能を備え、購入台数は２台である。

　　　バーチャル・オープンファクトリー構築事業について、美濃焼の製作風景等をバーチャルで体験するこ
とによって、どのような効果が得られるのか。
　　　ウェブを通して美濃焼土岐市の魅力を発信し、観光客の増、地場産業の活性化につながる。

　　　指定避難所感染予防対策事業について、避難所の感染予防備品を配備するということであるが、どのよ
うなものを配備するのか。
　　　二酸化炭素濃度を測定するCO２センサー、血中酸素濃度を計測するパルスオキシメーター、非接触式体

温計、スポットエアコン等である。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

泉こども園整備事業（建築工事）の請負契約について

　　　落札率は何パーセントか。
　　　95.9パーセントである。

質疑

答弁

財産の取得について

　　　落札率は何パーセントか。
　　　92.7パーセントである。

　　　（化学消防ポンプ自動車）

質疑

答弁

財産の取得について

　　　落札率は何パーセントか。
　　　94.8パーセントである。

　　　（高規格救急車）

質疑

答弁

委員会報告（総務産業建水委員会）
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◆
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
と
美
濃
陶

磁
歴
史
館
と
小
山
冨
士
夫
氏
に
つ
い
て

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
の
軸
に
は
、

陶
磁
研
究
に
お
い
て
は
第
一
人
者
で
土
岐

市
と
か
か
わ
り
の
深
い
小
山
冨
士
夫
氏
が

欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
土
岐
市
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
の

か
。

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
は
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
で
具
体
的
な
構
想
は
ま
だ
な

い
。
当
面
の
取
組
と
し
て
、
今
年
度
９
月

か
ら
来
年
の
２
月
に
美
濃
陶
磁
歴
史
館
で

の
特
別
展
、
企
画
展
と
い
う
こ
と
で
、
小

山
冨
士
夫
氏
を
取
り
上
げ
た
い
。
又
、
そ

の
都
度
必
要
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

　
土
岐
市
は
美
濃
陶
磁
歴
史
館
の
建
て
替

え
を
計
画
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
小
山
冨

士
夫
氏
の
資
料
館
併
設
に
つ
い
て
基
本
構

想
の
中
に
入
れ
て
検
討
を
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

　
土
岐
市
が
所
有
す
る
小
山
冨
士
夫
氏
の

茶
碗
、
花
入
れ
、
書
簡
な
ど
の
著
作
物
は

35
点
ほ
ど
で
、
資
料
館
を
単
独
で
整
備
す

る
規
模
と
し
て
は
多
く
な
い
の
で
、
今
回

の
企
画
展
を
通
じ
て
業
績
の
紹
介
を
し
て

い
き
た
い
。

　
美
濃
陶
磁
歴
史
館
の
設
計
業
者
は
ど
の

よ
う
な
視
点
で
選
ば
れ
る
の
か
。

　
今
年
度
、
基
本
構
想
策
定
業
務
に
と
り

か
か
っ
て
い
る
。
強
化
し
て
い
く
べ
き
活

動
内
容
や
施
設
機
能
に
つ
い
て
、
研
究
機

関
と
の
連
携
協
働
に
つ
い
て
、
地
域
活
動

や
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
創
出
に
つ
い
て
な

ど
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
提
案
事
項
と
し
審

査
を
実
施
し
て
、
最
優
秀
提
案
事
業
者
を

選
出
し
て
い
る
。

　
小
山
冨
士
夫
氏
の
邸
宅
は
管
理
に
年
間

80
万
円
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
私

か
ら
見
る
と
、
こ
の
ま
ま
廃
屋
に
な
っ
て

し
ま
う
の
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
感
じ
が
す

る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
建
物
は
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

お
り
、
改
修
工
事
を
す
る
場
合
、
相
当
な

投
資
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
今
後
建
物

を
利
活
用
し
て
何
か
を
や
っ
て
い
く
の
は

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
っ
て
い

る
。

●
小
山
氏
の
意
志
を
受
け
継
ぐ
若
い
芸
術

家
に
窯
と
邸
宅
を
譲
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
具
体
的
に
募
集
を
か
け
る
な
ど

全
国
に
発
信
す
れ
ば
ど
う
か
。
手
を
こ
ま

ね
く
よ
り
は
、
一
歩
踏
み
出
し
た
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。

　
案
内
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
。

　
今
後
、
方
向
性
を
検
討
し
た
後
、
必
要

に
応
じ
て
看
板
は
設
置
し
た
い
。

◆
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に
困
窮
し
、
生
理

用
品
が
買
え
な
い
、
利
用
で
き
な
い
環
境

に
あ
る
生
理
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
市
で
は
、
５
月
24
日
よ
り

無
償
配
布
の
窓
口
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

開
設
ま
で
の
経
緯
と
現
状
を
伺
う
。

　
市
民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
生
活
困
窮

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
相
談
へ
の
移

行
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
か
ら
開
設
。

配
布
場
所
は
、
福
祉
課
、
子
育
て
支
援
課
、

ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
の
３
ヵ
所
。
現
在
、

23
人
の
方
に
渡
し
て
い
る
。
又
、
非
常
時

の
災
害
用
備
蓄
品
と
し
て
新
た
に
生
理
用

ナ
プ
キ
ン
を
購
入
し
た
。

　
小
中
学
校
で
の
対
応
は
。

　
５
月
中
に
学
校
規
模
に
応
じ
50
個
か
ら

２
０
０
個
を
各
校
へ
配
布
し
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
は
、
生
理
用
品
を
必
要
と
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
へ
貸
与
で
な
く
、
無
償

提
供
す
る
。
保
健
の
授
業
を
通
し
て
校
内

の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
、
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
の
声
が
届
き
や
す
く
す
る
。

◆
通
級
指
導
に
つ
い
て

　
通
級
指
導
の
位
置
づ
け
、
利
用
人
数
、

現
状
を
伺
う
。

　
主
に
話
す
、
聞
く
等
、
言
語
機
能
に
発

達
の
遅
れ
が
あ
る
言
語
障
が
い
の
児
童
へ

の
指
導
を
行
う
こ
と
ば
の
教
室
と
、
心
理

的
な
要
因
に
よ
る
自
閉
症
や
情
緒
障
が
い

の
児
童
へ
の
指
導
を
行
う
な
か
ま
の
教
室

を
土
岐
津
小
と
駄
知
小
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
。

こ
と
ば
の
教
室
で
は
、
土
岐
津
小
、
15
名

駄
知
小
、
８
名
の
合
計
23
名
。
な
か
ま
の

教
室
で
は
、
土
岐
津
小
、
37
名
、
駄
知
小
、

32
名
の
合
計
69
名
が
利
用
し
て
い
る
。

　
問
題
点
や
改
善
点
は
。

　
専
門
的
な
技
能
を
備
え
た
教
職
員
の
育

成
が
急
務
。

　
中
学
校
で
通
級
指
導
教
室
の
開
設
は
。

　
開
設
す
る
条
件
が
13
名
以
上
の
生
徒
で

構
成
と
あ
る
。
今
年
度
、
時
別
支
援
教
育

に
関
わ
る
指
導
教
諭
制
度
を
活
用
し
県
教

委
か
ら
１
名
配
置
。
全
体
の
把
握
を
し
て

中
学
生
で
の
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
の
対
策
を
練
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

水石　玲子

和田　悦子

生理用品無償配布デザイン
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◆
不
妊
・
不
育
症
の
支
援
に
つ
い
て

　
不
妊
治
療
助
成
の
拡
充
内
容
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

　
所
得
制
限
の
撤
廃
、
一
回
の
上
限
が
30

万
円
で
統
一
。
助
成
回
数
が
一
子
ご
と
に

６
回
ま
で
、
た
だ
し
、
妻
の
年
齢
が
40
才

以
上
43
才
未
満
は
３
回
ま
で
。

事
実
婚
も
認
め
ら
れ
る
。

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
終
了
し
た

治
療
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

　
不
育
症
の
検
査
費
用
の
助
成
は
。

　
流
産
検
体
の
染
色
体
検
査
な
ど
。
研
究

段
階
に
あ
る
不
育
症
検
査
に
係
る
費
用
で

一
回
の
検
査
に
つ
き
５
万
円
ま
で
助
成
す

る
。

　
助
成
制
度
の
市
民
へ
の
周
知
は
。

　
市
の
Ｈ
Ｐ
・
広
報
誌
で
周
知
に
努
め
る
。

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
授
業

の
現
状
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
全
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒

及
び
教
職
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
一
人
一
台
、

破
損
ケ
ー
ス
、
充
電
し
な
が
ら
保
管
で
き

る
施
錠
つ
き
保
管
庫
を
整
備
。

校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
可
能
と
す
る
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を
し
た
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
体
制
は
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
制

限
や
時
間
制
限
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。

　
活
用
の
課
題
は
。

　
Ｗ
ⅰ
‒
Ｆ
ⅰ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
家
庭
は
、
公
民
館
や
学
校
で
対
応
す
る
。

教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
。

各
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
支
援
を
行
う
為
、

学
び
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
室
を
室
長
以
下
５
名

の
体
制
で
設
置
す
る
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
学
習
支
援
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

◆
ご
み
の
分
別
回
収
に
つ
い
て

　
水
銀
廃
製
品
は
分
け
て
保
管
、
処
分
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
水
銀
電
池
等
の
有
害
物
質
の
含
ま
れ
る

も
の
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
目
標
別
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。

　
読
書
率
向
上
事
業
が
４
２
２
件
で
９
３

６
万
円
、
全
世
代
健
康
寿
命
延
伸
事
業
が

２
４
３
件
で
５
６
１
万
円
、
市
政
全
般
が

７
６
８
件
で
１
，８
８
４
万
円
で
す
。

　
寄
付
１
件
あ
た
り
の
金
額
は
ど
の
よ
う

で
す
か
。

　
１
万
円
か
ら
２
万
円
未
満
の
寄
付
金
が

全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
返
礼
品
の
分
野
別
の
件
数
と
金
額
は
ど

う
で
す
か
。

　
陶
磁
器
が
１
，３
１
３
件
３
，１
５
０
万

円
、
食
品
が
１
１
５
件
２
１
３
万
円
で
、

陶
磁
器
が
全
体
の
９
割
を
超
え
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　
節
度
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
た
め

に
、要
し
た
事
業
費
は
い
く
ら
で
し
た
か
。

　

事
業
費
と
し
て
は
１
，３
５
６
万
円
で

し
た
。
寄
付
額
の
約
40
％
に
な
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
返
礼
品
は
寄
付
額
の
３
割
以

下
、
募
集
費
用
の
合
計
額
は
返
礼
品
を
含

め
て
５
割
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　

１
，寄
付
金
の
使
い
道
は
現
行
の
３
点

で
進
め
て
い
き
ま
す
。
２
，返
礼
品
提
供

事
業
者
さ
ん
に
努
力
を
い
た
だ
き
、
既
存

返
礼
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
努
め
ま

す
。
３
，新
規
の
事
業
者
の
開
拓
も
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
４
，土
岐
市
な
ら
で
は

の
特
色
を
生
か
し
た
地
場
産
品
や
体
験
サ

ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
と
り
く
み
ま
す
。

５
，土
岐
市
の
紹
介
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図

り
、市
の
魅
力
を
高
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

６
，ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
現
在
１
社
で
す

が
、
今
年
度
は
新
し
い
サ
イ
ト
を
追
加
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
外
で
の
運
動
が
勧
め

ら
れ
て
い
る
が
、
公
衆
ト
イ
レ
が
少
な
い

と
思
い
ま
す
。町
別
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
土
岐
津
町
７
、
下
石
町
１
、
妻
木
町
２
、

鶴
里
町
０
、
曽
木
町
１
、
駄
知
町
１
、
肥

田
町
２
、
泉
町
13
、
で
合
計
27
か
所
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

　
か
な
り
片
寄
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
各
町
に
公
衆
ト
イ
レ
を
増
や
す
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
、
今
年
度
は
公

園
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
都
市
公
園
健
康
遊
具
設
置
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
場
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
と
と
も
に

公
衆
ト
イ
レ
の
必
要
性
を
検
討
し
、
と
き

げ
ん
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

髙井由美子

小関　祥子楓　博元

タブレットを使った授業
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◆
コ
ロ
ナ
禍
の
水
道
料
金
の
市
民
負
担

軽
減
に
つ
い
て

　
家
庭
の
水
道
基
本
料
金
の
み
無
料
化
な

ど
の
負
担
軽
減
策
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
（
市
長
）
水
道
・
下
水
は
支
払
猶
予
制

度
で
対
応
。
一
律
全
市
民
減
免
措
置
は
や

る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
か
ら
段
階
的
に
せ
よ
、
保
険

料
統
一
化
に
移
行
さ
れ
た
場
合
に
保
険
料

は
ど
う
な
る
か
。

　
圏
域
化
に
向
か
っ
て
、
土
岐
市
の
保
険

料
は
上
昇
が
想
定
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
保
険
料
が
上
が
る
と
し
た
ら
、
統
一
化

さ
せ
な
い
ス
タ
ン
ス
で
会
議
の
場
で
話
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
県
が
運
営
主
体
と
い
う
認
識
で
、
県
内

の
市
町
村
の
同
意
が
要
る
と
思
い
ま
す
が
、

土
岐
市
が
反
対
し
、
他
が
賛
成
し
た
場
合

に
ど
う
な
る
か
今
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

●
会
議
で
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
、
立
場

で
市
民
に
保
険
料
の
大
き
な
負
担
を
強
い

る
こ
と
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
放
課
後
教
室
と
子
育
て
支
援
策
に
つ

い
て

　
土
岐
市
の
放
課
後
教
室
の
運
営
時
間
と

近
隣
市
の
放
課
後
の
居
場
所
は
ど
う
か
。

　

土
岐
市
は
放
課
後
教
室
で
18
時
ま
で
。

学
童
保
育
で
は
多
治
見
市
は
17
時
ま
で
、

平
日
の
み
19
時
ま
で
延
長
可
能
。
瑞
浪
市

は
平
日
19
時
、
土
曜
が
18
時
又
は
19
時
。

中
津
川
と
恵
那
市
は
平
日
・
土
日
と
も
18

時
半
又
は
19
時
で
す
。

　
保
護
者
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
、
放
課
後
教
室
の
時
間
延
長
な
ど

の
考
え
は
な
い
か
。

　
（
教
育
長
）
就
労
支
援
の
観
点
か
ら
延

長
の
声
を
頂
い
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化

の
な
か
で
捉
え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

制
度
を
検
証
し
、
教
育
だ
け
で
な
く
、
子

育
て
の
支
援
と
い
う
観
点
か
ら
横
断
的
な

意
見
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

方
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
時
間
延
長
の
可
否

を
含
め
た
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
つ

い
て
。
世
帯
数
・
人
数
の
把
握
は
。

　
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
、
人
数
は
把
握

し
て
い
る
の
は
、
土
岐
市
避
難
行
動
支
援

者
名
簿
で
、
６
月
６
日
時
点
に
お
け
る
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
で
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
世
帯
数
は
７
９
７
世
帯
、
８
４
９

人
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
は
１
，０

１
０
世
帯
、
１
，０
２
７
人
で
す
。

　
様
々
な
案
内
文
書
、
通
知
書
の
対
応
へ

の
支
援
に
つ
い
て
。

　
包
括
的
な
考
え
方
と
し
て
、
分
か
り
や

す
い
、
理
解
し
や
す
い
文
章
づ
く
り
に
心

が
け
、
文
字
の
書
体
、
大
き
さ
、
配
置
な

ど
、
読
み
や
す
い
工
夫
、
専
門
用
語
が
多

く
な
り
が
ち
な
文
章
に
つ
い
て
は
な
る
べ

く
分
か
り
や
す
い
文
章
を
使
う
よ
う
努
め

て
い
る
。
文
章
の
考
え
方
で
公
用
文
書
例

に
関
す
る
規
定
を
定
め
て
お
り
、
文
章
は

簡
明
平
易
で
正
確
に
表
現
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
職
員
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
そ
の
中
で
行
政

情
報
の
提
供
と
し
て
印
刷
物
、
広
報
、
そ

の
他
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
等
に
つ
き

ま
し
て
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
の
留
意
点
を
定
め
、取
り
組
ん
で
い
る
。

　
稚
児
岩
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、
稚
児

岩
に
対
す
る
認
識
は
。

　
昭
和
31
年
の
指
定
は
市
政
後
初
め
て
の

文
化
財
の
指
定
で
、
稚
児
岩
を
含
め
16
の

文
化
財
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
文

化
財
と
認
識
し
て
い
る
。

　
新
た
な
説
明
看
板
に
つ
い
て
。

　
現
在
、
稚
児
岩
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の

文
化
財
等
の
看
板
も
含
め
て
新
し
い
現
代

的
な
看
板
と
い
う
も
の
も
考
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
出
身
の
俳
優
、
故
田
中
邦
衛
さ
ん

に
つ
い
て
、何
か
企
画
は
で
き
な
い
の
か
。

　
故
田
中
邦
衛
さ
ん
に
関
す
る
企
画
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
回
顧
展
な
ど
を
開
催
し

よ
う
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
展
示
物
と
し
て
利
用
で
き

る
市
所
蔵
の
物
品
と
い
っ
た
も
の
を
市
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
ご
遺
族

や
映
画
製
作
会
社
な
ど
か
ら
借
用
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
関
係
者
の
ご
意

向
や
借
用
期
間
、
費
用
な
ど
の
条
件
が
整

え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

な
ど
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。
表
彰
に
つ
い
て
は
、
平
成
11
年
に
功

労
賞
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
、

今
後
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
機
運
の
高
ま

り
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
検
討
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小関　篤司

西尾　隆久

放課後教室の様子
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◆
感
染
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
の
見
通
し
は

　
デ
ル
タ
株
等
の
感
染
力
の
強
い
変
異
株

ウ
イ
ル
ス
の
土
岐
市
内
で
の
発
生
状
況
は

把
握
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
市
内
で
の
変
異
株
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
関
す
る
情
報
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
り

ま
せ
ん
。
変
異
株
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
抑
制

に
は
、
現
状
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
も
効
果

的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
高
齢
者
へ

の
接
種
に
一
定
の
め
ど
が
立
ち
ま
し
た
今

現
在
、
一
日
も
早
く
一
般
接
種
に
取
り
か

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
変
異
株
は
把
握
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら

非
常
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
あ

ま
り
把
握
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
必
要
が
な
い
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
変
異
株
の
動

向
に
当
然
視
野
に
入
れ
て
ま
い
ら
な
い
と

い
け
な
い
で
す
し
、
そ
れ
に
対
す
る
感
染

対
策
は
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
県
か
ら
報
告
を
受
け
て
い

る
数
字
は
、
各
市
町
村
に
お
け
る
陽
性
者

の
数
と
い
う
こ
と
で
、
日
々
の
数
で
す
の

で
増
減
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
ま
す
が
、

変
異
株
の
動
向
と
い
う
と
こ
ろ
の
数
字
に

つ
い
て
は
な
か
な
か
把
握
が
で
き
な
い
こ

と
で
、
相
対
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
陽
性
者
の
動
向
数
を
確
認
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
変
異

株
に
よ
る
種
別
の
感
染
者
数
の
情
報
は
、

特
に
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
身
近
な
土
岐
市
の
コ
ロ
ナ
病
床
の
稼
働

率
に
つ
い
て
、
併
せ
て
医
療
体
制
が
切
迫

し
て
い
る
状
態
が
発
生
し
て
い
る
の
か
、

医
療
体
制
の
対
応
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
が
発
生

し
た
段
階
で
、
県
の
保
健
所
が
主
導
と
な

り
病
床
確
保
、
そ
れ
か
ら
入
院
措
置
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
感
染
者
数
の
数
、

あ
る
い
は
重
症
者
数
の
状
況
を
見
ま
す
と

逼
迫
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
か
ら
若
者
ま
で
幅
広
い
接
種
が

必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン

の
必
要
量
は
調
達
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
高
齢
者
接
種
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
の
調
達

に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
的
に
国
か
ら
配

給
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
不
足
す
る
こ
と

は
な
い
状
況
で
す
。
今
後
、
一
般
接
種
に

対
す
る
配
給
は
、
６
月
14
日
付
で
第
９
ク

ー
ル
の
ワ
ク
チ
ン
配
給
分
の
通
達
が
、
国

の
ほ
う
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、
一
定
程

度
は
進
め
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
の
一
般
接
種
配
分
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
勿
論
こ
の
数
量
で
は
足
ら
な
い

の
で
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
ま
だ

ち
ょ
っ
と
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

後藤　正樹

◆
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に
つ
い
て

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
実
績
と
、
市
長

申
立
て
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
本
年
３
月
末
現
在
で
、
東
濃
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
が
後
見
人
等
を
１
３
９
件
受
任

し
て
い
る
。
過
去
３
年
間
の
受
任
件
数
と

市
長
申
立
て
件
数
の
合
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ

32
件
と
15
件
で
あ
る
。

　
当
該
制
度
利
用
促
進
に
係
る
本
市
基
本

計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
令
和
４
年
度
に
策
定
を
予
定
し
て
い
る

第
４
期
土
岐
市
地
域
福
祉
計
画
と
一
体
的

に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
中
核
機
関
の
設
置・
運
営
形
態
と
地
域

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
東
濃
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
に
中
核
機
関

と
し
て
の
機
能
を
担
う
も
の
と
し
て
併
設

さ
れ
た
「
東
濃
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
に

業
務
委
託
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
人
と

後
見
人
を
支
え
る
チ
ー
ム
に
よ
る
対
応
と
、

地
域
に
お
け
る
協
議
会
等
の
体
制
づ
く
り

の
二
つ
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

●
体
制
整
備
に
努
め
る
と
同
時
に
、
行
政

と
し
て
の
責
任
あ
る
関
与
を
強
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
権
利
擁
護
が
必
要
な
人
の

情
報
を
適
時
把
握
し
、
早
期
の
段
階
で
の

支
援
に
繋
げ
る
こ
と
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

◆
保
育
人
材
不
足
対
策
に
つ
い
て

　
保
育
人
材
不
足
の
現
状
に
関
す
る
加
藤

市
長
の
所
感
を
伺
い
た
い
。

　
全
国
的
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
が
、
本
市
は
14
の
公
立
園
を

運
営
し
て
お
り
、
保
育
の
量
と
質
を
確
保

し
て
い
く
責
任
が
あ
る
。
保
育
士
確
保
の

た
め
の
地
道
な
努
力
に
加
え
、
職
場
環
境

の
改
善
に
も
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
民
間
保
育
士
の
給
与
水
準
の
底
上
げ
が

進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
本
市
の
保
育
士
の

採
用
実
績
は
右
下
が
り
で
推
移
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
大
学
卒
の
保
育
士
の
初
任
給

が
、
他
の
職
種
の
初
任
給
よ
り
も
低
い
が
、

近
隣
自
治
体
の
初
任
給
と
比
べ
て
見
劣
り

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
他
職
種

の
大
学
卒
と
同
額
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ま
で
保
育
士
と
い
う
資
格
に
よ
る

募
集
を
行
っ
て
き
た
。
募
集
・
試
験
区
分

の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
た
め
、
こ
の
場

で
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
し

研
究
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

●
保
育
士
が
そ
の
専
門
性
を
存
分
に
発
揮

す
る
に
は
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち

と
余
裕
を
も
っ
て
向
き
合
う
こ
と
の
で
き

る
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
施
設

に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
健
や
か
な

成
長
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
頂
き
た
い
。

小栗　恒雄
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昨年の線状降水帯による九州地方や全国各地で大規模な被害を出した「令和２年７月豪雨」も記憶に新
しいところですが、本市でも地滑りなど未だ災害のあとが残っています。
そして、今年も静岡県熱海市や島根・鳥取県など、全国的に大雨の被害が発生しており、災害の恐ろし
さを改めて目の当たりにしています。災害への備え、情報の発信にこれからも力を注いで、いのちと生活
を守る取り組みを進めていきたいと思います。
これからも、市民のみなさんから、見えやすく、開かれた議会、市民の方々から頂いた声も取り入れて、
分かりやすい紙面をめざして「議会だより」で議会活動の発信にも努めてまいりますので、よろしくお願
い致します。� （文責：小関篤司）

編集後記

議会だより編集委員会 � ������������������������������������
　委員長：安藤　学　　副委員長：小関篤司
　委員：杉浦司美　山田正和　鈴木正義　北谷峰二　和田悦子　水石玲子

日 月 火 水 木 金 土
8/22 8/23 8/24 8/25 8/26 8/27 8/28

本会議　初日
（議案提案説明）

8/29 8/30 8/31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
本会議　2日目

（質疑・委員会付託・一般質問）
本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

12 13 14 15 16 17 18
文教厚生
委員会

文教厚生
委員会

総務産業建水
委員会

総務産業建水
委員会

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28
本会議　最終日
（委員長報告　質疑・討論・採決）

調整池の中央の枯れ木に４月上旬、アオサ
ギが営巣し卵を温めはじめました。炎天の日
は暑さにじっと耐え、大雨の日は流されない
ように孵ったヒナを必死で守り、２羽の子供を
無事育て上げたアオサギ夫婦。遠目で見守る
人たちに幸せな時間を届けてくれました。

表 紙 の 写 真

9月定例会（予定）� ※午前９時 開会予定（変更の場合あり)


